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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第１四半期連結
累計期間

第66期
第１四半期連結
累計期間

第65期

会計期間

自平成22年
12月１日
至平成23年
２月28日

自平成23年
12月１日
至平成24年
２月29日

自平成22年
12月１日
至平成23年
11月30日

売上高（千円） 7,719,0669,430,20632,432,909

経常利益（千円） 262,758 590,0661,229,761

四半期（当期）純利益（千円） 160,659 289,424 679,244

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
228,912 382,206 548,068

純資産額（千円） 12,293,89912,858,49112,549,541

総資産額（千円） 22,753,73624,593,19423,648,431

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
17.72 31.93 74.93

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 52.59 51.01 51.74

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

 　  　 ２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 　　　 ３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

４．第65期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

　　（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業について、重要な変更は

ありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

　

２【経営上の重要な契約等】

 　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災やタイの大洪水の影響が解消してきた一方で円

高の長期化により輸出が鈍り、設備投資の回復速度は緩やかでした。アジア・中国経済は、成長率の鈍化がみられま

すが、底堅く推移いたしました。一方、アメリカ経済は、雇用情勢等に懸念はありますが、企業収益が改善し、個人消

費も緩やかに伸びており、堅調でありました。

このような状況の中で、当社グループは、日米中亜の４極体制の構築を推し進めるとともに、基本方針として「創

・守・伸」（新規開拓・商権の維持・既存ユーザーとの取引深耕）を徹底してまいりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は9,430百万円（前年同期比22.2％増）、営業利益は528百万円

（同137.2％増）、経常利益は590百万円（同124.6％増）、四半期純利益は289百万円（同80.1％増）となりました。

　

セグメントの状況は、次のとおりであります。

　[産業機械]

　国内においては自動車業界の生産回復があり、当社が海外拠点を有する地域の設備投資意欲も堅調でありま

した。北米では主として自動車、エネルギー関連向けに売上を伸ばし、アジアではタイの洪水復興需要に加

え、中国での販売も好調に推移いたしました。　

　この結果、当部門の売上高は8,418百万円（前年同期比28.6％増）、営業利益は653百万円（同46.9％増）と

なりました。

[建設機械] 

　東日本大震災からの復興需要から建設業界の景況感には明るさがみられますが、投資先が被災地をはじめ

とする東日本に集まるなど地域差がありました。当部門では、建設用クレーンの販売及びレンタルの業績は前

年同期に比べほぼ横ばいでありましたが、基礎機械の販売は苦戦しました。また、円高による外需の低迷から

中古建設機械の輸出が落ち込みました。

　この結果、当部門の売上高は1,005百万円（前年同期比13.8％減）営業利益は39百万円（同21.0％減）となり

ました。

[その他]

　　当セグメントは、保険部門の業績を示しております。

　当部門の売上高は７百万円（前年同期比11.4％減）、営業利益は０百万円（同95.7％減）となりました。

　 　 

(2)財政状態の分析

（総資産）　

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は24,593百万円となり、前連結会計年度末と比較して944百万円

増加いたしました。これは主に、現金及び預金の減少（前期末比325百万円減）、受取手形及び売掛金の減少（同

30百万円減）、有価証券の増加（同1,800百万円増）、商品及び製品の減少（同196百万円減）、前払金の減少

（同309百万円減）によるものであります。

（負債）

  　当第１四半期連結会計期間末における負債は11,734百万円となり、前連結会計年度末と比較して635百万円増

　加いたしました。これは主に、支払手形及び買掛金の増加（前期末比145百万円増）、未払金の増加（同648百

  万円増）、前受金の減少（同147百万円減）によるものであります。
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（純資産） 

　　第１四半期連結会計期間末における純資産は12,858百万円となり、前連結会計年度末と比較して308百万円増

　加いたしました。これは主に、当第１四半期純利益の計上（289百万円）、剰余金の配当（72百万円）、その他

　有価証券評価差額金の増加（前期末比58百万円増）によるものであります。

 　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)研究開発活動

　 該当事項はありません。 

　

(5)主要な設備

 当第１四半期連結累計期間において、前連結会計年度末に計画中であった主要な設備の新設について、完了した

ものは、次のとおりであります。　

会社名

事業所名
所在地 セグメントの名称 設備の内容 投資総額(千円) 完了年月

完成後の

増加能力

提出会社
青森市大字

三内
(注)２

賃貸用

住宅設備 
252,137平成23年12月 　　－　

　　（注）１．上記金額には消費税等を含んでおりません。

　２．各セグメントに帰属しない管理部門。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,600,000

計 33,600,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年２月29日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年４月９日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 9,327,700 9,327,700
東京証券取引所

(市場第一部)

　単元株式数

　100株

計 9,327,700 9,327,700 － －

   　      

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。 　

　

（４）【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。   

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成23年12月１日

～平成24年２月29日
- 9,327,700 - 1,414,415 - 1,248,878

 

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前基準日（平成23年11月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。 

①【発行済株式】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　平成24年２月29日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　      262,200 － （注）

完全議決権株式（その他） 普通株式 　　  9,063,500 90,635（注）

単元未満株式 普通株式           2,000 － （注）

発行済株式総数           9,327,700 － －

総株主の議決権 － 90,635 －

（注）権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であり、単元株式数は100株であります。

　

　　　②【自己株式等】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成24年２月29日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数
（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

マルカキカイ株式会社
大阪府茨木市五日市緑

町２番28号
262,200 － 262,200 2.81

計 － 262,200 － 262,200 2.81

 

 

２【役員の状況】

  該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。 

　　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年12月１日から平

成24年２月29日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年12月１日から平成24年２月29日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、近畿第一監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,913,422 5,587,807

受取手形及び売掛金 8,927,493 8,897,315

有価証券 300,000 2,100,836

商品及び製品 1,241,084 1,045,006

仕掛品 27,591 31,661

原材料及び貯蔵品 6,811 6,155

繰延税金資産 132,748 138,671

その他 1,302,629 818,602

貸倒引当金 △52,188 △41,542

流動資産合計 17,799,592 18,584,513

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 898,709 1,149,353

減価償却累計額 △589,565 △598,257

建物及び構築物（純額） 309,144 551,096

機械装置及び運搬具 150,346 151,599

減価償却累計額 △130,426 △133,191

機械装置及び運搬具（純額） 19,919 18,407

工具、器具及び備品 196,417 200,074

減価償却累計額 △171,289 △173,827

工具、器具及び備品（純額） 25,128 26,246

貸与資産 2,065,597 2,045,962

減価償却累計額 △1,690,464 △1,662,918

貸与資産（純額） 375,132 383,043

土地 2,861,525 2,861,840

建設仮勘定 182,602 4,752

有形固定資産合計 3,773,453 3,845,387

無形固定資産

のれん 31,731 27,765

その他 54,853 57,723

無形固定資産合計 86,585 85,488

投資その他の資産

投資有価証券 1,292,565 1,360,506

長期預金 500,000 500,000

繰延税金資産 15,945 16,277

その他 333,786 337,684

貸倒引当金 △154,858 △137,678

投資その他の資産合計 1,987,438 2,076,788

固定資産合計 5,847,476 6,007,664

繰延資産

開業費 1,362 1,016

繰延資産合計 1,362 1,016

資産合計 23,648,431 24,593,194
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年２月29日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,697,208 8,842,913

短期借入金 80,000 80,000

未払法人税等 252,507 293,878

その他 1,607,052 2,039,068

流動負債合計 10,636,768 11,255,860

固定負債

繰延税金負債 12,906 61,444

退職給付引当金 58,795 43,082

役員退職慰労引当金 143,601 150,492

再評価に係る繰延税金負債 207,252 184,661

その他 39,566 39,159

固定負債合計 462,121 478,841

負債合計 11,098,889 11,734,702

純資産の部

株主資本

資本金 1,414,415 1,414,415

資本剰余金 1,300,391 1,300,391

利益剰余金 9,999,173 10,216,073

自己株式 △211,731 △211,816

株主資本合計 12,502,249 12,719,064

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 78,212 136,380

土地再評価差額金 269,380 291,971

為替換算調整勘定 △613,693 △602,270

その他の包括利益累計額合計 △266,100 △173,918

少数株主持分 313,392 313,345

純資産合計 12,549,541 12,858,491

負債純資産合計 23,648,431 24,593,194
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
　至　平成23年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年12月１日
　至　平成24年２月29日)

売上高 7,719,066 9,430,206

売上原価 6,620,166 8,057,237

売上総利益 1,098,899 1,372,968

割賦販売未実現利益戻入額 13,513 7,302

割賦販売未実現利益繰入額 8,475 4,427

差引売上総利益 1,103,937 1,375,843

販売費及び一般管理費 881,302 847,693

営業利益 222,634 528,149

営業外収益

受取利息 14,081 12,873

受取配当金 2,485 2,945

固定資産売却益 23,911 14,687

為替差益 － 17,197

不動産賃貸料 14,186 11,107

雑収入 6,989 15,105

営業外収益合計 61,654 73,916

営業外費用

支払利息 370 340

為替差損 16,765 －

不動産賃貸費用 3,534 11,016

雑損失 860 642

営業外費用合計 21,531 11,999

経常利益 262,758 590,066

特別利益

固定資産売却益 95 －

投資有価証券売却益 812 －

退職給付制度改定益 － 15,729

特別利益合計 907 15,729

特別損失

固定資産除却損 － 13

特別損失合計 － 13

税金等調整前四半期純利益 263,665 605,782

法人税、住民税及び事業税 91,326 309,118

法人税等合計 91,326 309,118

少数株主損益調整前四半期純利益 172,339 296,663

少数株主利益 11,679 7,239

四半期純利益 160,659 289,424
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
　至　平成23年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年12月１日
　至　平成24年２月29日)

少数株主損益調整前四半期純利益 172,339 296,663

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 55,575 57,800

土地再評価差額金 － 22,590

為替換算調整勘定 997 5,151

その他の包括利益合計 56,573 85,543

四半期包括利益 228,912 382,206

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 211,021 381,606

少数株主に係る四半期包括利益 17,891 600
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【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年２月29日）

（会計上の見積りの変更）

  当社及び一部の連結子会社が保有する貸与資産の耐用年数は、従来、法人税法に規定する方法と同一の基準により一

律６年を採用しておりましたが、過去の使用実態を見直した結果、従来の耐用年数よりも長期に利用可能であることが

明らかになったため、当第１四半期連結会計期間において、一律６年から６年～16年に変更しております。

  これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は

それぞれ16,641千円増加しております。　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年２月29日）

税金費用の計算 　税金費用の計算については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会

計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算

しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示

しております。　

 

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年２月29日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

　

（退職給付引当金）

　退職給付一時金制度及び適格退職年金制度を採用していた一部の連結子会社は、当第１四半期連結会計期間より退職給

付一時金制度及び中小企業退職金共済制度を併用した制度に移行し、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」

（企業会計基準適用指針第１号）を適用しております。

 これに伴い、当第１四半期連結累計期間において退職給付制度改定益15,729千円を特別利益に計上しております。　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年11月30日）

当第１四半期連結会計期間
（平成24年２月29日）

　１．保証債務残高 

取引先でリース利用者に対する保証

　１．保証債務残高 

取引先でリース利用者に対する保証

７件 107,833千円

　

７件 100,096千円

　

２．裏書手形譲渡高 396,666千円

　

２．裏書手形譲渡高 390,199千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 　　 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四半

　　期連結キャッシュ・フロ－計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれん

　　を除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の通りであります。　 

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年２月29日）

 減価償却費  58,986千円

 のれんの償却額 　3,966千円

 

  減価償却費  38,990千円

  のれんの償却額   3,966千円

 

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年12月１日　至　平成23年２月28日）

    配当金支払額 

 決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

 平成23年２月25日

 定時株主総会
普通株式 　　63,459千円 　７円 平成22年11月30日 平成23年２月28日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。  

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年12月１日　至　平成24年２月29日）

    配当金支払額 

 決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

 平成24年２月24日

 定時株主総会
普通株式 72,523千円 ８円 平成23年11月30日 平成24年２月27日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。  
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年12月１日　至　平成23年２月28日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
産業機械 建設機械 計

売上高      　 　

外部顧客への売上高 6,545,4201,165,7227,711,1427,9247,719,066  － 7,719,066

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － －   －   －   －    －

計 6,545,4201,165,7227,711,1427,9247,719,066  － 7,719,066

セグメント利益 444,882 49,598 494,481 3,058 497,539△274,904222,634

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険の代理店業を行っております。　

２．セグメント利益の調整額△274,904千円は、各セグメントに帰属していない当社の管理部門に係る費用等であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年12月１日　至　平成24年２月29日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
産業機械 建設機械 計

売上高      　 　

外部顧客への売上高 8,418,1771,005,0109,423,1887,0189,430,206  － 9,430,206

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － －   －   －   －    －

計 8,418,1771,005,0109,423,1887,0189,430,206  － 9,430,206

セグメント利益 653,406 39,190 692,596 131 692,727△164,577528,149

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険の代理店業を行っております。　

２．セグメント利益の調整額△164,577千円は、各セグメントに帰属していない当社の管理部門に係る費用等であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年２月29日）

　１株当たり四半期純利益金額 17円72銭 31円93銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 160,659 289,424

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 160,659 289,424

普通株式の期中平均株式数（千株） 9,065 9,065

　(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。

　

 

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年４月９日

マルカキカイ株式会社

取締役会　御中

近畿第一監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岡野　芳郎　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　宏範　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマルカキカイ株式

会社の平成23年12月１日から平成24年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年12月１日から

平成24年２月29日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年12月１日から平成24年２月29日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マルカキカイ株式会社及び連結子会社の平成24年２月29日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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